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（Highly Interactive Training system） を 教
材として利用している。これは Web サーバ上
で動作する学習・自動採点・記録（e-Learning）
シ ス テ ム で あり、Typing 及 び Microsoft 
Office の WordとExcel を対象としている。
wt.py は HITs の Word 部門の採点エンジ
ンで word_test.py の意味である。末尾の py
で分かる通り python で書かれている。wt.py







は総称して wt2016.py と表記する。HITs 運
用開始以来10年となる今日、その変遷を振り
返っておきたい。































採点対象である特定の xpath が xml ファイ
ルの中に存在するか否かの判定に他ならな
い。第 I 版がプログラムで実行したことを第
II 版はデータ（xpath）の存在 / 非存在の問
題に置き換えたのである。
第 I 版は python の xml 解析ライブラリー
を使って Word の xml ファイルに特化し
HITs 特製の xml ライブラリーを作ろうと努


















/w : document［1］/w : body［1］/w : p［13］\\
/w : pPr［1］\\
/w : ind［1］［@w : leftChars=”2400”］\\
>> 2200 <= w : leftChars <= 2600























　　．．．/w : ind［1］［@w : leftChars=”2400”］
　</xpath>
　<check_param>















そ の 属 性 prob_num=” 1 ” は こ の 問 題 が








．．．/w : ind［ 1 ］［@w : leftChars=”2400”］
は存在を判定すべき xpath 式である。但し前
半を ... と略しているが、この場合は、






2200 &lt;= w : leftChars &lt;= 2600
は許されるインデントの範囲が2200以上2600
























<prob prob_num=”13” units=” 2 ”>
<prob_unit>
　<grouping>or</grouping>
　<xpath xtype=”para” para_num=”19” >
　．．．/w : rPr［1］/w : rFonts［1］\\







　<xpath xtype=”para” para_num=”19” >
　．．．/w : rPr［1］/w : rFonts［1］\\


































































































\%  wt2016.py  word.docx  control.xml
ここで word.docx は評価すべき Word ファ 
イル、control.xml はコントロールファイル
である。control.xml を省略した場合は、採 



































　　　w : ind［1］ 
　　　　w : left=456
　　　w : rPr［1］ 
　　　　w : rFonts［1］
　　　　　w : ascii=MS   明朝 
　　　　　w : eastAsia=MS  明朝 
　　　　　w : hAnsi=MS 明朝
　　　　w : sz［1］ 
　　　　　w : val=24




















　　　　w : sz［1］ 
　　　　　w : val=24







　　　　w : ascii=MS   明朝 
　　　　w : eastAsia=MS  明朝 
　　　　w : hAnsi=MS 明朝
の二つの存否を判定すれば良い。例えばフォ
ントの種類が確かに w : ascii=MS 明朝であ
ることはアップロードされたファイルに 
xpath
/XA/XB/w : rFonts［1］［@w : ascii="MS 明朝"］
が存在することを見れば確認できる。但し略
記した /XA/XB は
XA=w : document［1］/w : body［1］ 
XB=w : p［12］/w : pPr［1］/w : rPr［1］
の意昧である。これに併せてフォントサイズ
が11ポイント即ち w : val=24であることを確
認するには xpath











































3 . 上記以外（exotic 型）
ここで（1）para 型は xpath が
．．．/w : p/．．．




（2）　run 型は xpath が
．．．/w : p/w : r/．．．
の形をしており w : p の直下に w : r が現わ
れる。この場合は同じ段落に幾つかの w : r
が存在できテキスト分断が問題になる。











　　　w : rPr［1］ 
　　　　w : rFonts［1］
　　　　　w : ascii=MS   明朝 
　　　　　w : eastAsia=MS  明朝 
　　　　　w : hAnsi=MS 明朝 
　　　　　w : hint=eastAsia
　　　　w : sz［1］ 
　　　　　w : val=24
　　　　w : szCs［1］ 
　　　　　w : val=24
　　　　w : t［1］
　　　　　"（1）この行を MS 明朝 1 " 
　　w : r［2］
　　　w : rPr［1］ 
　　　　w : rFonts［1］
　　　　　w : ascii=MS   明朝 
　　　　　w : eastAsia=MS  明朝 
　　　　　w : hAnsi=MS 明朝
　　　　w : sz［1］ 
　　　　　w : val=24






　　　　w : rFonts［1］ 
　　　　　w : ascii=MS   明朝 
　　　　　w : eastAsia=MS  明朝 
　　　　　w : hAnsi=MS 明朝 
　　　　　w : hint=eastAsia
　　　　w : sz［1］ w : val=24

















　　　　　　"（1）この行を MS 明朝 1 " 
　　　　w : r［2］
　　　　　．．．







　　　　w : rFonts［1］ 
　　　　　w : ascii=Ms   明朝 
　　　　　w : eastAsia=Ms  明朝 
　　　　　w : hAnsi=Ms 明朝 
　　　　　w : hint=eastAsia
　　　　w : sz［1］ 
　　　　　w : val=24




う。Word 文書の中に文字列 A があって未だ
修飾が施されていないとする。当然 Word 
は A を一つの w : r のもとに格納している。
ここで A の前半部分 B に修飾（例えば下線）
を施し後半 C には何もしないとする。
A=B+C
この結果、三つの w : r が生成されて夫々 B 
と C を格納するだろう。最初の w : r が B の









　　　　w : t［1］ 
　　　　　C
となる。次に Word を編集操作して B の修













か？それとももう一歩進んで三つの w : r を










































w : bookmark 
w : spacing 
w : commentRange 
w : bCs
w : proof 




w : cs 
w : hint 
w : rsidR





cosoft Word ファイルの自動採点プログラム 
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